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小学部・中学部・高等部　学習段階表

川崎市立田島支援学校



領

域

領

域 ２段階 ３段階
領

域 ２段階
領

域 ２段階

知識及

び技能
ア　教師と一緒に，手足を動かしたり，歩いたりして

楽しく体を動かすこと。

ア　教師の支援を受けながら，楽しく基本的な体つ

くり運動をすること。

ア　基本的な体つくり運動の楽しさを感じ，その行

い方を知り，基本的な動きを身に付けること。

ア　体ほぐしの運動や体の動きを高める運動を通

して，体を動かす楽しさや心地よさに触れるととも

に，その行い方が分かり，友達と関わったり，動き

を持続する能力などを高めたりすること。

ア　体ほぐしの運動や体の動きを高める運動を通

して，体を動かす楽しさや心地よさを味わうととも

に，その行い方を理解し，友達と関わったり，動きを

持続する能力などを高めたりすること。

ア 体ほぐしの運動や体の動きを高める運動を通

して，体を動かす楽しさや心地よさを味わい，その

行い方や方法を理解するとともに，仲間と積極的

に関わったり，動きを持続する能力などを高める

運動をしたりすること。

ア 体ほぐしの運動や体の動きを高める運動を通

して，体を動かす楽しさや心地よさを深く味わい，

その行い方や方法の理解を深めるとともに，仲間

と自主的に関わったり，動きを持続する能力など

を高める運動をしたりするとともに，それらを組み

合わせること。

思考力・

判断力・

表現力

等

イ　手足を動かしたり，歩いた　りして体を動かすこ

との楽しさや心地よさを表現すること。

イ　基本的な体つくり運動に慣れ，その楽しさや感

じたことを表現すること。

イ　基本的な体つくり運動の楽しみ方を工夫すると

ともに，考えたことや気付いたことなどを他者に伝

えること。

イ　体ほぐしの運動や体の動きを高める運動につ

いての自分の課題を見付け，その解決のための

活動を考えたり，工夫したりしたことを他者に伝え

ること。

イ　体ほぐしの運動や体の動きを高める運動につ

いての自分やグループの課題を見付け，その解決

のために友達と考えたり，工夫したりしたことを他

者に伝えること。

イ 体ほぐしの運動や体の動きを高める運動につ

いての自他の課題を発見し，その解決のための方

策を工夫したり，仲間と考えたりしたことを他者に

伝えること。

イ 体ほぐしの運動や体の動きを高める運動につ

いての自他の課題を発見し，よりよい解決のため

に仲間と思考し判断したことを，目的や状況に応

じて他者に伝えること。

学びに

向かう

力，人間

性

ウ　簡単な合図や指示に従って，体つくり運動遊び

をしようとすること。

ウ　簡単なきまりを守り，友達とともに安全に楽し

く，基本的な体つくり運動をしようとすること。

ウ　きまりを守り，自分から友達と仲よく楽しく基本

的な体つくり運動をしたり，場や用具の安全に気

を付けたりしようとすること。

ウ　体ほぐしの運動や体の動きを高める運動に進

んで取り組み，きまりを守り，友達と協力したり，場

や用具の安全に留意したりし，最後まで楽しく運

動をすること。

ウ　体ほぐしの運動や体の動きを高める運動に積

極的に取り組み，きまりを守り，友達と助け合った

り，場や用具の安全に留意したりし，自己の力を発

揮して運動をすること。

ウ 体ほぐしの運動や体の動きを高める運動の多

様な経験を通して，きまりを守り，仲間と協力した

り，場や用具の安全を確保したりし，自主的に運動

をすること。

ウ 体ほぐしの運動や体の動きを高める運動の多

様な経験を通して，きまりを守り，自己の役割を果

たし仲間と協力したり，場や用具の安全を確保し

たりし，見通しをもって自主的に運動をすること。

学習内

容

【手足を動かす】

・パラシュートの下につけられた風船に向かって手

や足を伸ばす。

・つるされた風船を叩き、その先の的を倒す。

【歩く】

【体つくり運動遊び】

・しゃがんだり立ったり，その場跳びをしたり，転

がったりするなどの運動遊びをすること。

・なわやテープの上を歩いたり，踏まないようにま

たいで歩いたりするなどの運動遊びをすること。

【体ほぐしの運動】

・伸び伸びとした動作で運動を行うこと。

・リズムに乗って運動を行うこと。

・歩いたり走ったりする運動を行うこと。

【多様な動きをつくる運動】

・片足を軸にして，右回り・左回りに回転すること。

・片足立ちでバランスを保つ運動をすること。

・大また小またなどの歩き方をしたり，直線上を歩

いたり，一列に並んで歩いたりすること。

・大きな円を右回りや左回りに這ったり，歩いたり，

走ったりすること。

・無理のない速さで続けてかけ足をすること。

・大きさや重さの異なるボールを両手でつかんで，

持ち上げたり，下ろしたりすること。

・長なわでの大波・小波をすること。

・なわを引きながら，力比べをすること。

【体ほぐしの運動】

【多様な動きをつくる運動】

・立った姿勢からリズムよくはねながら，右回り・左

回りに回転などをすること。

・押し合いずもうで重心を低くして相手を押したり

相手から押されないように踏ん張ったりすること。

・友達と手をつないだり肩を組んだり背中を合わ

せたりして立ったり座ったりすること。

・横や後ろ､斜めに走ったり曲線やジグザグなどの

走路や細い走路を走ったりすること。

・無理のない速さでかけ足を３～４分程度続けるこ

と｡ただし個々の児童の能力等に応じて適切な時

間を設定することが大切である。

・ボールや棒など大きさや種類の異なる用具を片

手や両手で投げたり捕ったりすること。

・短なわを揺らしたり，回旋したりしながら前や後

ろの連続両足跳びをすること。

・友達をおんぶしたり，おんぶして歩いたりするこ

と。

学習内

容

【体ほぐしの運動】

・伸び伸びとした動作で用具などを用いた運動を

行うこと。

・リズムに乗って心が弾むような動作で運動を行

うこと。

・動作や人数などの条件を変えて，歩いたり走っ

たりする運動を行うこと。

・伝承遊びや集団による運動を行うこと。

【体の動きを高める運動】

・平均台など，少し高さのある器具の上を動物歩

きや横歩きなどで渡ること。

・物や用具の間を速さ，方向を変えて這ったり，歩

いたり，走ったりすること。

・両足で跳び，手足の動作を伴って全身じゃんけ

んをすること。

・人数を変えて綱引きをすること。

・登り棒や肋木をしっかりと握り，数を数えながら

一定の時間ぶら下がること。

・ラジオ体操や学校や地域で親しまれている簡単

なリズムに合わせて行う体操などをすること。

【体ほぐしの運動】

・伸び伸びとした動作で用具などを用いた運動を

行うこと。

・ペアになって互いの心や体の状態に気付き合い

ながら体をゆらすなどの運動を行うこと。

・動作や人数などの条件を変えて，歩いたり走った

りする運動を行うこと。

・伝承遊びや集団による運動を行うこと。

【体の動きを高める運動】

・体の各部位を大きく広げたり曲げたりする姿勢を

維持すること。

・ゴムひもを張りめぐらせて作った空間や，棒の下

や輪の中をくぐり抜けること。

・用具などを等間隔に並べた走路や，跳び箱や平

均台などの器具で作った段差のある走路をリズミ

カルに走ったり跳んだりすること。

・用具をコントロールしながら投げる，捕る，回す，

転がすなどの操作をすること。

・様々な姿勢での腕立て伏臥腕屈伸をすること。

・全身に力を込めて登り棒に捕まったり，肋木や雲

梯にぶら下がったりすること。

・短なわ，長なわを使っての跳躍やエアロビクスな

どの全身運動を続けること。

学習内

容

【体ほぐしの運動】

・のびのびとした動作で用具などを用いた運動を

行うこと。

・リズムに乗って心が弾むような運動を行うこと。

 ・いろいろな条件で，歩いたり走ったり跳びはねた

りする運動を行うこと。

 ・ラジオ体操や地域で親しまれている曲に合わせ

て行う体操などをすること。

【体の動きを高める運動】

・大きくリズミカルに全身や体の各部位を振った

り，回したり，ねじったり， 曲げ伸ばしたりすること。

・体の各部位をゆっくり伸展し，そのままの状態で

約 10 秒間維持すること。

・人と組んだり，用具を利用したりしてバランスを

保持すること。

・床やグラウンドに設定した様々な空間をリズミカ

ルに歩く，走る，跳ぶ及び素早く移動することなど。

 ・重い物を押す，引く，投げる，受ける，振る及び回

すことなど。

・走や縄跳びなどを，一定の時間や回数，又は，自

己で決めた時間や回数を持続して行うこと。

【体ほぐしの運動】

・緊張したり緊張を解いて脱力したりする運動を行

うこと。

・いろいろな条件で，歩いたり走ったり跳びはねた

りする運動を行うこと。

・仲間と協力して課題を達成するなど，集団で挑

戦するような運動を行うこと。

・ラジオ体操や地域で親しまれている曲に合わせ

て行う体操などをすること。

【体の動きを高める運動】

・体の柔らかさ，巧みな動き，力強い動き，動きを

持続する能力を高めるため の運動の中から，一

つのねらいを取り上げ，それを高めるための運動

を効率 よく組み合わせて行うこと。

・体の柔らかさ，巧みな動き，力強い動き，動きを

持続する能力を高めるため の運動の中から，ねら

いが異なる運動をバランスよく組み合わせて行う

こ と。

１段階 １段階１段階
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領

域

領

域 ２段階 ３段階
領

域 ２段階
領

域 ２段階

知識及

び技能
ア　教師と一緒に，器械・器具を使って楽しく体を

動かすこと。

ア　教師の支援を受けながら，楽しく器械・器具を

使っての基本的な運動をすること。

ア　器械・器具を使っての基本的な運動の楽しさ

を感じ，その行い方を知り，基本的な動きを身に付

けること。

ア　器械・器具を使った運動の楽しさや喜びに触

れ，その行い方が分かり，基本的な動きや技を身

に付けること。

ア　器械運動の楽しさや喜びを味わい，その行い

方を理解し，基本的な技を身に付けること。

ア 器械運動の楽しさや喜びを味わい，その特性に

応じた技能を理解するとともに技を身に付けるこ

と。

ア 器械運動の楽しさや喜びを深く味わい，その特

性に応じた技能の理解を深めるとともに，目的に

応じた技を身に付け，演技すること。

思考力・

判断力・

表現力

等

イ　器械・器具を使って体を動かすことの楽しさや

心地よさを表現すること。

イ　器械・器具を使っての基本的な運動に慣れ，そ

の楽しさや感じたことを表現すること。

イ　器械・器具を使っての基本的な運動の行い方

を工夫するとともに，考えたことや気付いたことな

どを他者に伝えること。

イ　器械・器具を使った運動についての自分の課

題を見付け，その解決のための活動を考えたり，

工夫したりしたことを他者に伝えること。

イ　器械運動についての自分やグループの課題を

見付け，その解決のために友達と考えたり，工夫し

たりしたことを他者に伝えること。

イ 器械運動についての自他の課題を発見し，その

解決のための方策を工夫したり，仲間と考えたり

したことを他者に伝えること。

イ 器械運動についての自他の課題を発見し，より

よい解決のために仲間と思考し判断したことを，

目的や状況に応じて他者に伝えること。

学びに

向かう

力，人間

性

ウ　簡単な合図や指示に従って，器械・器具を使っ

ての遊びをしようとすること。

ウ　簡単なきまりを守り，友達とともに安全に楽し

く，器械・器具を使っての基本的な運動をし

ようとすること。

ウ　きまりを守り，自分から友達と仲よく楽しく器

械・器具を使っての基本的な運動をしたり，場や器

械・器具の安全に気を付けたりしようとすること。

ウ　器械・器具を使った運動に進んで取り組み，き

まりを守り，友達と協力したり，場や器械・器具の

安全に留意したりし，最後まで楽しく運動をするこ

と。

ウ　器械運動に積極的に取り組み，きまりを守り，

友達と助け合ったり，場や器械・器具の安全に留

意したりし，自己の力を発揮して運動をすること。

ウ 器械運動の多様な経験を通して，きまりやルー

ル，マナーなどを守り，仲間と協力したり，場や器

械・器具の安全を確保したりし，自主的に運動を

すること。

ウ 器械運動の多様な経験を通して，きまりやルー

ル，マナーなどを守り，自己の役割を果たし仲間と

協力したり，場や器械・器具の安全を確保したり

し，見通しをもって自主的に運動をすること。

学習内

容

（ｱ）固定施設を使った運動遊び

・ジャングルジムを使った運動遊び。

（ジャングルジムで登り下りやぶら下がりなどを経

験しながら遊ぶこと。）

・ブランコを使った運動遊び。

（ブランコに乗って前後の揺れなどを経験しなが

ら遊ぶこと。）

・トランポリン。

（トランポリンの上に乗り，上下の揺れなどを経験

しながら遊ぶこと。）

（ｲ）マットを使った運動遊び

・横転がりなどいろいろな転がりなど。

（マットの上に背中をつけ，いろいろな転がりをし

て遊ぶこと。）

（ｳ）低鉄棒を使った運動遊び

・ぶら下がり。

（ぶら下がりをして遊ぶこと。）

（ｴ）跳び箱を使った運動遊び

・よじ登りや跳び下り。

（よじ登ったり，低い位置から跳び下りたりして遊

ぶこと。）

（ｱ）固定施設を使った基本的な運動

・ジャンピングボードやトランポリンを使った基本的

な運動。

（上下にはねるなどをすること。）

・低い平均台を使った運動遊び。

（渡り歩きや跳び下りなどをすること。）

（ｲ）マットを使った基本的な運動

・ゆりかご，前転がり，後ろ転がりなど。

（マットに背中を順番に接触させるなどして，様々

な方向に転がりをすること。）

（ｳ）低鉄棒を使った基本的な運動

・跳び上がりや跳び下り。

（跳び上がって支持したり，支持から跳び下りたり

すること。）

（ｴ）跳び箱を使った基本的な運動

・またぎ乗りやまたぎ下り。

（跳び箱に両手を着いてまたぎ乗ったり，またいだ

姿勢で手を支点に体重を移動させてまたぎ下りた

りすること。）

（ｱ）固定施設を使った基本的な運動

・平均台を使った運動

（細い平均台を前向きに歩いたり，後ろ向きに歩

いたりすること。）

（ｲ）マットを使った基本的な運動

・連続横転がり。

（手を上に上げ体をまっすぐ伸ばした状態でマット

の上に寝転がり，連続 してまっすぐ横転がりをす

ること。）

・前転。

（しゃがんだ姿勢から手で支えながら腰を上げ，

体を丸めながら後頭部‐背中‐尻‐足裏の順に

マットに接して前方に回転し立ち上がること。）

（ｳ）鉄棒を使った基本的な運動

・ぶら下がって体を前後に振る。

（鉄棒にぶら下がり，支持した状態から体を前後

に振ること。）

・低鉄棒で前回り下り。

（低鉄棒に跳び上がり，前回り下りをすること。）

（ｴ）跳び箱を使った基本的な運動

・跳び乗り，跳び下り。

（教師の支援を受けながら，両手を着いて跳び

乗ったり，跳び下りたりすること。）

学習内

容

（ｱ）マット運動

・連続前転。

（前転を連続してすること。）

・後転。

（しゃがんだ姿勢から体を丸めて尻‐背中‐後頭

部‐足裏の順にマットに 接して腰を上げながら後

方へ回転し，両手で押してしゃがみ立ちになるこ

と。）

・場を使った開脚前転。

（傾斜を作った場で，両手を着き，腰を高く上げな

がら，後頭部をつき前方へ回転し，膝を伸ばして

足を左右に大きく開き接地するとともに，素早く両

手を股の近くに着いて膝を伸ばしたまま開脚立ち

をすること。）

（ｲ）鉄棒運動

・足抜き回り。

（低鉄棒を掴み，掴んだ手の間の鉄棒に足を掛け

て回ること。）

・高鉄棒にぶら下がって体を前後に振って跳ぶ。

（鉄棒にぶら下がり，支持した状態から体を前後

に振り，前方へ跳ぶこと。）

（ｳ）跳び箱運動

・腕立て横跳び越し。

（両手を跳び箱について，両足で踏み切り，跳び

箱の外側を跳び越すこと。）

（ｴ）平均台を使った運動

・後ろに方向転換。

（平均台の上で，バランスを取り，回れ右で後ろに

方向転換すること。）

・ポーズ。

（平均台の上で，片足立ちでポーズをとるなどを

すること。）

（ｱ）マット運動

・連続後転。

（後転を連続してすること。）

・開脚後転。

（しゃがんだ姿勢から，体を丸めながら尻‐背中‐

後頭部‐足裏の順にマットに接して腰を上げなが

ら後方に回転し，膝を伸ばして足を左右に大きく

開き，両手で押して膝を伸ばしたまま開脚立ちする

こと。）

・壁倒立。

（壁に向かって体を前方に振り下ろしながら片足

を振り上げ，両手を着き 体をまっすぐ伸ばして壁

に足をもたれかけて倒立すること。）

（ｲ）鉄棒運動

・補助逆上がり。

（補助具を利用して，連続して逆上がりをするこ

と。）

・前回り下り。

（鉄棒上の支持姿勢から回転して着地まで，一連

の動きとしてスムーズに下りること。）

（ｳ）跳び箱運動

・開脚跳び。

（助走から両脚で踏み切り，足を左右に開いて着

手し，跳び越えて着地すること。）

※平均台はない。

学習内

容

(ア) マット運動

・補助倒立。

（体を前方に振り下ろしながら片足を振り上げ両

手を着き，体を真っ直ぐに伸ばして逆さの姿勢に

なり，補助者の支えで倒立すること。）

・補助倒立前転。

（片足を振り上げ補助倒立を行い，前に倒れなが

ら腕を曲げ，頭を入れて前転すること。）

(イ) 鉄棒運動

・前方かかえ込み回り。

（支持の姿勢から前方へ大きく振り出して，腰を曲

げたまま回転し，両足を揃 えて開始した側に着地

すること。）

・逆上がり。

（足の振り上げとともに腕を曲げ，上体を後方へ

倒し手首を返して鉄棒に上が ること。）

(ウ) 平均台運動

・前方走。

（平均台の上で，重心を乗せバランスよく前方に

走ること。）

・片足水平バランス。

（平均台の上で，片足を後方に上げながら上半身

を前方に倒し，上げた足と上 半身が水平になるよ

うにして両腕を左右に広げバランスを取ること。）

(エ) 跳び箱運動

・かかえ込み跳び。

（助走から両足で踏み切って着手し，足をかかえ

込んで跳び越し着地すること。）

(ア) マット運動

・伸膝後転。

（直立の姿勢から前屈しながら後方へ倒れ，尻を

つき，膝を伸ばして後方に回 転し，両手でマットを

押して膝を伸ばしたまま立ち上がること。）

・側方倒立回転。

（正面を向き，体を前方へ振り下ろしながら片足を

振り上げ，前方に片手ずつ着き，腰を伸ばした姿

勢で倒立位を経過し，側方回転しながら片足を振

り下ろして起き上がること。）

(イ) 鉄棒運動

・前方支持回転。

（支持の姿勢から腰と膝を曲げ，体を前方に勢い

よく倒して腹を掛けて回転し， その勢いを利用して

手首を返しながら支持の姿勢に戻ること。）

・後方支持回転。

（支持の姿勢から腰と膝を曲げたまま体を後方に

勢いよく倒し，腹を鉄棒に掛け たまま回転し，手首

を返して支持の姿勢に戻ること。）

(ウ) 平均台運動

・台上を歩いたり走ったりして移動する。(体操系

歩走。)

（台の位置を確認しながら振り出す足の動かし

方，重心を乗せバランスよく移動する動き方で，基

本的な技の一連の動きを滑らかに安定させて移

動すること。）

（姿勢，動きのリズムなどの条件を変えて移動する

こと。）

（学習した基本的な技を発展させて，一連の動き

で移動すること。）

・台上へ跳び上がる，台上で跳躍する，台上から

跳び下りるなど。(体操系跳躍。)

（跳び上がるための踏み切りの動き方，空中で姿

勢や動きを変化させて安定し た着地を行うため

の動き方で，基本的な技の一連の動きを滑らかに

安定させて跳躍すること。）

（姿勢，組合せの動きなどの条件を変えて跳躍す

ること。）

（学習した基本的な技を発展させて，一連の動き

で跳躍すること。）

・台上でいろいろな姿勢でポーズをとる。(バラン

ス系ポーズ。)

（バランスよく姿勢を保つための力の入れ方とバ

ランスの崩れを復元させるための動き方で，基本

的な技の一連の動きを滑らかに安定させてポー

ズをとること。）

（姿勢の条件を変えてポーズをとること。）

（学習した基本的な技を発展させて，一連の動き

でポーズをとること。）

・台上で方向転換する。(バランス系ターン。)

（バランスよく姿勢を保つための力の入れ方，回

転をコントロールするための動き方で，基本的な

技の一連の動きを滑らかに安定させて方向転換

すること。）

１段階 １段階 １段階

体育（器械運動）　学習段階表

小学部 中学部 高等部
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領

域

領

域 ２段階 ３段階
領

域 ２段階
領

域 ２段階

知識及

び技能
ア　教師と一緒に，走ったり，跳んだりして楽しく体

を動かすこと。

ア　教師の支援を受けながら，楽しく走・跳の基本

的な運動をすること。

ア　走・跳の基本的な運動の楽しさを感じ，その行

い方を知り，基本的な動きを身に付けること。

ア　陸上運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方

が分かり，基本的な動きや技能を身に付けるこ

と。

ア　陸上運動の楽しさや喜びを味わい，その行い

方を理解し，基本的な技能を身に付けること。

ア 陸上競技の楽しさや喜びを味わい，その特性に

応じた技能を理解するとともに技能を身に付ける

こと。

ア 陸上競技の楽しさや喜びを深く味わい，その特

性に応じた技能の理解を深めるとともに，目的に

応じた技能を身に付けること。

思考力・

判断力・

表現力

等

イ　走ったり，跳んだりして体を動かすことの楽しさ

や心地よさを表現すること。

イ　走・跳の基本的な運動に慣れ，その楽しさや感

じたことを表現すること。

イ　走・跳の基本的な運動の楽しみ方を工夫する

とともに，考えたことや気付いたことなどを他者に

伝えること。

イ　陸上運動についての自分の課題を見付け，そ

の解決のための活動を考えたり，工夫したりした

ことを他者に伝えること。

イ　陸上運動についての自分やグループの課題を

見付け，その解決のために友達と考えたり，工夫し

たりしたことを他者に伝えること。

イ 陸上競技についての自他の課題を発見し，その

解決のための方策を工夫したり，仲間と考えたり

したことを他者に伝えること。

イ 陸上競技についての自他の課題を発見し，より

よい解決のために仲間と思考し判断したことを，

目的や状況に応じて他者に伝えること。

学びに

向かう

力，人間

性

ウ　簡単な合図や指示に従って，走・跳の運動遊

びをしようとすること。

ウ　簡単なきまりを守り，友達とともに安全に楽し

く，走・跳の基本的な運動をしようとすること。

ウ　きまりを守り，自分から友達と仲よく楽しく走・

跳の基本的な運動をしたり，場や用具の安全に気

を付けたりしようとすること。

ウ　陸上運動に進んで取り組み，きまりを守り，友

達と協力したり，場や用具の安全に留意したりし，

最後まで楽しく運動をすること。

ウ　陸上運動に積極的に取り組み，きまりを守り，

友達と助け合ったり，場や用具の安全に留意した

りし，自己の力を発揮して運動をすること。

ウ 陸上競技の多様な経験を通して，きまりやルー

ル，マナーなどを守り，仲間と協力したり，場や用

具の安全を確保したりし，自主的に運動をするこ

と。

ウ 陸上競技の多様な経験を通して，きまりやルー

ル，マナーなどを守り，自己の役割を果たし仲間と

協力したり，場や用具の安全を確保したりし，見通

しをもって自主的に運動をすること。

学習内

容

【走る運動遊び】

・教師が方向や速さを加減しながら，教師の言葉

掛けのリズムに合わせて一定の時間や距離を一

緒にゆっくり走ったり，早く走ったりすること。

【跳ぶ運動遊び】

・正面や横で教師が介助しながら，教師の合図や

言葉掛けに合わせてその場で上方に両足や片足

で跳んだり，前方に跳んだりすること。

【走る運動】

・30ｍ程度のかけっこやトラックなど緩やかなカー

ブを蛇行して走ったり，教師の手拍子や言葉掛け

に合わせ一定の速度で走ったりすること。

・折り返しのリレーなどで，教師や友達と手のひら

を向けてタッチするなどをすること。

【跳ぶ運動】

・教師の言葉掛けなどでタイミングを計りながら，

一人で片足や両足で連続して上方に跳んだり，前

方に跳んだりすること。

・低い障害物などを使って，歩いたり走ったりしな

がらまたいだり，跳び越えたりすること。

【走る運動】

・３～４分程度の時間を一定の速さでゆっくり走っ

たり､30 ～ 50 ｍ程度の距離を全力で走ったり・

ジグザグ・Ｓ字のレーン・リレーなどで走ること｡そ

の際､時間や距離の設定においては､個々の実態

に応じて適切な距離や時間を設定することが大切

である。

【跳ぶ運動】

・ケンパー跳びで片足や両足で連続して前方に跳

ぶこと。

・輪や段ボールなどの低い障害物を使って，走る

運動と合わせながら，助走をつけて，勢いよく跳び

超えること。

学習内

容

【短距離走・リレー】

・距離を決めて調子よく走る，全力疾走をする，速

度や方向を変えて走ること。

・30 ～ 60 ｍ程度の短距離走をすること｡運動会

などの徒競走やリレーを想定した距離の設定をす

ることも考えられる。

・座った状態や後ろ向きの状態などのいろいろな

走り出しの姿勢から，素早く走り始めること。

・リレーにおいて，走る順番を守ったり､走りながら

バトンパスをしたりすること。

【長距離走】

・スポーツテストや持久走などを踏まえ，一定の時

間や距離を決めて，走り続けること。ただし，時間

や距離の設定においては，個々の実態に応じて適

切な距離や時間を設定することが大切である。

【小型ハードル走（障害物走）】

・幅広い障害物や小型ハードルを自分に合ったリ

ズムで走り越すこと。ハードルの間隔に種類を設

けたり，ハードルの材質を柔らかいもので対応し

たりするなどの配慮を行いながら行うことも大切

である。

・ミニハードルを跳ぶ。

→いち、に、さーんのリズムの掛け声は、掛け声の

後１拍待ってから跳ぶ。

【短距離走・リレー】

・走る距離やルールを定めて競走したり､目標を目

指しながら一定の距離を全力で走ったりすること。

・50 ～ 80 ｍ程度の短距離走。

運動会などの徒競走やリレーを想定した距離の設

定をすることも考えられる。

・リレーにおいて約束を守ったり､走りながらバトン

パスをしたりすること。

【長距離走】

・一定の時間や距離を決めて，個々のタイムなどの

目標を目指しながら走り続けること。

【小型ハードル走（障害物走）】

・幅広い障害物や小型ハードルをリズミカルに走り

越えること。

【跳ぶ運動】

・ゴム跳びなどで助走を付けて片足で地面を蹴っ

て上方に跳ぶこと。

・助走を付けて片足でしっかりと地面を蹴って遠く

に跳ぶこと。

【短距離走・リレー】

・短距離走では，スタンディングスタートから，素早

く走り始めること。

・体を軽く前傾させて全力で走ること。

・リレーではテークオーバーゾーン内で減速の少

ないバトンの受渡しをすること。

【長距離走】

・腕に余分な力を入れないで，リラックスして走る

こと。

・自己に合ったピッチとストライドで，上下動の少な

い動きで走ること。

・ペースを一定にして走ること。

【ハードル走(障害物走)】

・40~50m 程度のハードル走をすること。

・第1ハードルを決めた足で踏み切って走り越える

こと。

・スタートから最後まで，体のバランスをとりながら

真っ直ぐ走ること。

・インターバルを3又は5歩で走ること。

【走り幅跳び】

・7~9歩程度のリズミカルな助走をすること。

・幅 30~40cm 程度の踏切りゾーンで力強く踏み

切ること。

・かがみ跳びから両足で着地すること。

【走り高跳び】

・5~7歩程度のリズミカルな助走をすること。

・上体を起こして力強く踏み切ること。

・はさみ跳びで，足から着地すること。

【短距離走・リレー】

・クラウチングスタートから徐々に上体を起こして

いき加速すること。

・自己に合ったピッチとストライドで速く走ること。

・リレーでは，次走者がスタートするタイミングやバ

トンを受け渡すタイミングを合わせること。

【長距離走】

・リズミカルに腕を振り，力みのないフォームで軽

快に走ること。

・呼吸を楽にしたり，走りのリズムを作ったりする呼

吸法を取り入れて走ること。

・自己の体力や技能の程度に合ったペースを維持

して走ること。

【ハードル走】

・遠くから踏み切り，勢いよくハードルを走り越すこ

と。

・抜き脚の膝を折りたたんで前に運ぶなどの動作

でハードルを越すこと。

・インターバルを3又は5歩でリズミカルに走るこ

と。

【走り幅跳び】

・自己に適した距離又は歩数の助走をすること。

・踏切線に足を合わせて踏み切ること。

・かがみ跳びなどの空間動作からの流れの中で

着地すること。

【走り高跳び】

・リズミカルな助走から力強い踏み切りに移るこ

と。

・跳躍の頂点とバーの位置が合うように，自己に

合った踏切位置で踏み切ること。

・脚と腕のタイミングを合わせて踏み切り，大きな

はさみ動作で跳ぶこと。

１段階 １段階 １段階

体育（陸上運動）　学習段階表

小学部 中学部 高等部
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領

域

領

域 ２段階 ３段階
領

域 ２段階
領

域 ２段階

知識及

び技能
ア　教師と一緒に，水の特性を生かした簡単な水

遊びを楽しくすること。

ア　教師の支援を受けながら，楽しく水の中での基

本的な運動をすること。

ア　水の中での基本的な運動の楽しさを感じ，そ

の行い方を知り，基本的な動きを身に付けること。

ア　初歩的な泳ぎの楽しさや喜びに触れ，その行

い方が分かり，基本的な動きや技能を身に付ける

こと。

ア　水泳運動の楽しさや喜びを味わい，その行い

方を理解し，基本的な技能を身に付けること。

ア 水泳の楽しさや喜びを味わい，その特性に応じ

た技能を理解するとともに泳法を身に付けること。

ア 水泳の楽しさや喜びを深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深めるとともに，目的に応じ

た泳法を身に付けること。

思考力・

判断力・

表現力

等

イ　水の中で体を動かすことの楽しさや心地よさを

表現すること。

イ　水の中での基本的な運動に慣れ，その楽しさ

や感じたことを表現すること。

イ　水の中での基本的な運動の楽しみ方を工夫す

るとともに，考えたことや気付いたことなどを他者

に伝えること。

イ　初歩的な泳ぎについての自分の課題を見付

け，その解決のための活動を考えたり，工夫したり

したことを他者に伝えること。

イ　水泳運動についての自分やグループの課題を

見付け，その解決のために友達と考えたり，工夫し

たりしたことを他者に伝えること。

イ 水泳についての自他の課題を発見し，その解決

のための方策を工夫したり，仲間と考えたりしたこ

とを他者に伝えること。

イ 水泳についての自他の課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝えること。

学びに

向かう

力，人間

性

ウ　簡単な合図や指示に従って，水遊びをしようと

すること。

ウ　簡単なきまりを守り，友達とともに安全に楽し

く，水の中での基本的な運動をしようとする

こと。

ウ　きまりを守り，自分から友達と仲よく楽しく水の

中での基本的な運動をしたり，場や用具の安全に

気を付けたりしようとすること。

ウ　初歩的な泳ぎに進んで取り組み，きまりなどを

守り，友達と協力したり，場や用具の安全に留意

したりし，最後まで楽しく運動をすること。

ウ　水泳運動に積極的に取り組み，きまりなどを守

り，友達と助け合ったり，場や用具の安全に留意し

たりし，自己の力を発揮して運動をすること。

ウ 水泳の多様な経験を通して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，仲間と協力したり，場や用具の安

全を確保したりし，自主的に運動をすること。

ウ 水泳の多様な経験を通して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，自己の役割を果たし仲間と協力

したり，場や用具の安全を確保したりし，見通しを

もって自主的に運動をすること。

学習内

容

【水遊び】

・プールの周りでじょうろを使って遊ぶこと。

・個々の状態に適した浅い深さのプールの中で，

遊具を浮かべたり沈めたりして遊ぶこと。

・水をすくったりかけたりするなどして遊ぶこと。

・水をすくって体の様々な部分にかけたり，様々な

方向に飛ばしたり，友達や教師とかけ合ったりする

こと。

【水の中での運動】

・水につかって様々な動物（アヒル，カニ，カエル，

ワニなど）の真似をしながら，腰やひざを伸ばした

一直線の姿勢になり手を使って歩いたりすること。

・自ら水を頭や顔にかけたり，お互いにかけあった

りすること。

・教師の言葉掛けに合わせて，息を止めて顔や頭

を水の中に入れたり，水の中で目を開けたりする

こと。なお，水中で目を開ける指導を行った場合に

は，事後に適切な対処をすることも大切である。

【水の中での運動】

○水中ゲーム

・ジャンケン，にらめっこ，石拾い，輪くぐりといった

内容をとおし，もぐる，目を開ける，浮く，水中で息

を吐くなどに慣れること。

○バブリングやボビング

・大きく息を吸ってもぐり，水中で息を止めたり吐

いたりすること。

・息を止めてもぐり，口や鼻から少しずつ息を吐き

ながら水面まで跳び上がって息　をまとめて吐い

た後，空中ですぐに吸ってまたもぐること。

・頭の上に手を挙げながら（膝を曲げて）もぐり，

手をさげながら（膝を伸ばして）跳び上がる動きを

繰り返すこと。

○ばた足やかえる足

・壁や補助具につかまり，ももの付け根からのばた

足や足の裏で水を押すかえる足をすること。

学習内

容

【浮く，浮きながら進む，もぐる運動】

【補助具を使いながらばた足泳ぎやかえる足泳

ぎ】

【全身の力を抜き脱力し体を浮かす】

【体を一直線に伸ばし水の抵抗が少なくスムーズ

に進む】

【補助具を使って自力で水中を移動する】

○くらげ浮き，伏し浮き，大の字浮きなど浮く遊び

・壁や補助具につかまったり，友達に支えてもらっ

たりして浮くこと。

・補助具や友達につかまり，体を伸ばした姿勢に

して浮いて進むこと。

・息を吸って止め，全身の力を抜いて浮くこと。

○け伸び

・プールの底を両足でけり，体を一直線に伸ばし

た姿勢で進んだり，友達の股の下をくぐり抜けた

りすること。

・体を縮めた状態になってプールの壁に両足を揃

えてから，力強く両足で蹴りだした勢いで，顎を引

いて腕で頭を挟んで体を一直線に伸ばした姿勢

で進むこと。

〇様々なもぐり方

・プールの底から足を離して，体の一部分をプー

ルの底につけるようにもぐること。

・手や足を動かした推進力を利用して，上体から

もぐったり，友達の股の下やプールの底に固定し

た輪の中をくぐり抜けたりすること。

○補助具を使った泳ぎ

・補助具を使って浮きながら，手や足を動かして

進む初歩的な動きをすることこと。

【補助具を使いながら，泳法の基礎となる手足の

動きや呼吸をしながら水中を進む】

○呼吸をしながらの泳ぎ

・補助具を使って浮き，呼吸をしながら手や足を動

かして泳ぐこと。

・補助具を使いながら頭の上方に腕を伸ばした姿

勢で，ばた足泳ぎやかえる足泳ぎなど，手や足を

バランスよく動かし，呼吸をしながら進むこと。

○補助具を使ったクロールや平泳ぎのストローク

・補助具を使って，手を左右交互に前に出し水を

かくクロールのストロークや，手の平を下向きにそ

ろえ両手を前方に伸ばし水をかく平泳ぎのスト

ロークをすること。

○ クロール

・クロールでは，その行い方を理解するとともに，左

右の手を入れ替える動き に呼吸を合わせて泳ぐ

こと。(25m 程度を目安にしたクロール)

・手を左右交互に前方に伸ばして水に入れ，水を

大きくかくこと。

・柔らかく足を交互に曲げたり伸ばしたりして，リズ

ミカルなばた足をすること。

・肩のローリングを用い，体を左右に傾けながら顔

を横に上げて呼吸をすること。

○ ゆったりとしたクロール

・1ストロークで進む距離が伸びるように，頭の上

方で両手を揃えた姿勢で， 片手ずつ大きく水をか

くこと。

・1ストロークで進む距離が伸びるように，ゆっくり

と動かすばた足をするこ と。

・呼吸する側の手をかく動きに合わせて，呼吸をす

ること。

○ 平泳ぎ

・平泳ぎでは，その行い方を理解するとともに，手

の動きに合わせて呼吸し， キックの後には息を止

めてしばらく伸びて，続けて長く泳ぐこと。(25m 程

度を目安にした平泳ぎ)

・両手を前方に伸ばし，ひじを曲げながら円を描く

ように左右に開き，水をか くこと。

・足の親指を外側に開いて左右の足の裏や脚の

内側で水を挟み出すとともに， キックの後に伸び

の姿勢を保つこと。

・手を左右に開き水をかきながら，顔を前に上げ

呼吸をすること。

・伸びた姿勢から顔を前方にゆっくりと起こしなが

ら手をかきはじめ，肘を曲げながら顔を上げ呼吸

した後，キックをした勢いを利用して伸びること。

 ○ ゆったりとした平泳ぎ

・1ストロークで進む距離が伸びるように，キックの

後に顎を引いた伏し浮き の姿勢を保つこと。

・キックの勢いをしっかり利用するようにゆっくりと

手をかくこと。  手や足の動きと呼吸のタイミングを

合わすことが苦手な生徒には，陸上で動き のイ

メージができる言葉とともにタイミングを確認する

場を設定したり，友達に ゆっくりと引っ張ってもら

いながら息継ぎのタイミングを声かけしてもらった

り するなどの配慮をする。

○ クロール

・一定のリズムで強いキックを打つこと。

・水中で肘を曲げて腕全体で水をキャッチし，S字

やI字を描くようにして水をかくこと。

・プルとキック，ローリングの動作に合わせて横向

きで呼吸をすること。

○ 平泳ぎ

・蹴り終わりで長く伸びるキックをすること。

・肩より前で，両手で逆ハート型を描くように水を

かくこと。

・プルのかき終わりに合わせて顔を水面上に出し

て息を吸い，キックの蹴り終わりに合わせて伸び

(グライド)をとり進むこと。

○ 背泳ぎ

・両手を頭上で組んで，腰が「く」の字に曲がらな

いように背中を伸ばし，水 平に浮いてキックをする

こと。

・水中では，肘が肩の横で 60~90 度程度曲がる

ようにしてかくこと。

・水面上の腕は，手と肘を高く伸ばした直線的な

動きをすること。

・呼吸は，プルとキックの動作に合わせて行うこと。

○ バタフライ

・気をつけの姿勢やビート板を用いて，ドルフィン

キックをすること。

・両手を前方に伸ばした状態から,鍵穴の形を描く

ように水をかくこと。

・手の入水時と書きおわりの時に、それぞれキック

をすること。

・プルの書き終わりと同時にキックを打つタイミン

グで､顔を水面上に出して呼吸すること。

１段階 １段階 １段階

体育（水泳）　学習段階表

小学部 中学部 高等部
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領

域

領

域 ２段階 ３段階
領

域 ２段階
領

域 ２段階

知識及

び技能
ア　教師と一緒に，ボールを使って楽しく体を動か

すこと。

ア　教師の支援を受けながら，楽しくボールを使っ

た基本的な運動やゲームをすること。

ア　ボールを使った基本的な運動やゲームの楽し

さを感じ，その行い方を知り，基本的な動きを身に

付けること。

ア　球技の楽しさや喜びに触れ，その行い方が分

かり，基本的な動きや技能を身に付け，簡易化さ

れたゲームを行うこと。

ア　球技の楽しさや喜びを味わい，その行い方を理

解し，基本的な技能を身に付け，簡易化された

ゲームを行うこと。

ア 球技の楽しさや喜びを味わい，その特性に応じ

た技能を理解するとともに技能を身に付け，簡易

化されたゲームを行うこと。

ア 球技の楽しさや喜びを深く味わい，その特性に応じ

た技能の理解を深めるとともに，目的に応じた技能を

身に付け，ゲームを行うこと。

思考

力・判

断力・

表現力

等

イ　ボールを使って体を動かすことの楽しさや心地

よさを表現す

ること。

イ　ボールを使った基本的な運動やゲームに慣れ，

その楽しさや感じたことを表現すること。

イ　ボールを使った基本的な運動やゲームの楽し

み方を工夫するとともに，考えたことや気付いたこ

となどを他者に伝えること。

イ　球技についての自分の課題を見付け，その解

決のための活動を考えたり，工夫したりしたことを

他者に伝えること。

イ　球技についての自分やチームの課題を見付け，

その解決のために友達と考えたり，工夫したりした

ことを他者に伝えること。

イ 球技についての自他の課題を発見し，その解決

のための方策を工夫したり，仲間と考えたりしたこ

とを他者に伝えること。

イ 球技についての自他の課題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断したことを，目的や状況に

応じて他者に伝えること。

学びに

向かう

力，人

間性

ウ　簡単な合図や指示に従って，ボール遊びをしよ

うとすること。

ウ　簡単なきまりを守り，友達とともに安全に楽し

く，ボールを使った基本的な運動やゲームをしよう

とすること。

ウ　きまりを守り，自分から友達と仲よく楽しくボー

ルを使った基本的な運動やゲームをしたり，場や

用具の安全に気を付けたりしようとすること。

ウ　球技に進んで取り組み，きまりや簡単なルール

を守り，友達と協力したり，場や用具の安全に留

意したりし，最後まで楽しく運動をすること。

ウ　球技に積極的に取り組み，きまりや簡単なルー

ルを守り，友達と助け合ったり，場や用具の安全に

留意したりし，自己の力を発揮して運動をするこ

と。

ウ 球技の多様な経験を通して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，仲間と協力したり，場や用具の安

全を確保したりし，自主的に運動をすること。

ウ 球技の多様な経験を通して，きまりやルール，マナー

などを守り，自己の役割を果たし仲間と協力したり，場

や用具の安全を確保したりし，見通しをもって自主的に

運動をすること。

１段階 １段階 １段階

体育（球技）　学習段階表

小学部 中学部 高等部

【基本的なボール操作】

【ボールを持たないときの動き】

【簡易化されたゲーム】

○ラインサッカー，ミニサッカーなどを基にした簡

易化されたゲーム

・味方にパスを出す，シュートをする，ドリブルをす

ること。

○ソフトバレーボールを基にした簡易化された

ゲーム

・ごく軽量のボール（風船やビーチボールなど）を

使用して，ボールを落とさないように片手もしくは

両手ではじいたり，友達と打ち続けたりすること。

・相手コートから飛んできたボールを自陣の味方

にパスをしたり，相手 コートに返球したりすること。

○攻める側がボールを蹴って行う簡易化された

ゲーム

○手や打球面の広いラケットなどで静止したボー

ルを打つなどして行う簡易化されたゲーム

・止まっているボールをフェアグラウンド内に蹴っ

たり，打ったりすること。

・ベースに向かって全力で走ること。

〇ティーボール

・狙った方向に打つには、どのようにバットに当て

ればばよいかを考えて工夫をする。

・ボールあてゲーム

好きなもののイラストをボックスに貼り、的とする。

イラストによって得店を決める。

運

動

Ｅ

　

ボ
ー

ル

遊

び

学習内

容

【ボールを使って楽しく体を動かす】

○いろいろなボールを転がす，投げる，蹴る，捕る

などの遊び

・ボールを転がす，投げる，蹴ること。

・ボールを捕ったり，止めたりすること。

○ボールを転がしたり，投げたりしながら行う的当

て遊び

・ボールを転がす，投げる，蹴るなどして，的に当て

ること。

○風船に触れる、打ち返すなどの遊び

・投げられた風船に触れる、打ち返すこと。

→教員が一緒に手でボールに触る、打ち返すタイ

ミングを伝える。

・円陣パスをすること。

・ネットを挟んでラリーをすること。

・的にビーズを入れ、倒れた時にわかりやすくす

る。

〇ボッチャ

・スロープに鈴をつけてボールが転がる音が聞こ

えるようにする。

・キラキラをつけたボールの活用。

Ｅ

　

ボ
ー

ル

を

使

っ
た

運

動

や

ゲ
ー

ム

【ボールを使った基本的な運動やゲーム】

「ボールを使った基本的な運動」

○大小，弾む・弾まないなど，いろいろなボール

で，つく，転がす，投げる， 当てる，捕るなどの簡単

なボール操作をする運動

・つく，転がす，投げる，当てる，捕る，打つ，蹴る，止

めるなどの簡単なボール操作をすること。

○いろいろなボールを投げたり，捕ったりする運動

・先生や友達にボールを転がしたり，投げたり，先

生や友達が転がしたり， 投げたりしたボールを止

めたり，捕ったりすること。

○いろいろなボールを蹴ったり，止めたりする運動

や蹴り合い

・先生や友達とボールの蹴り合いをすること。

・ボール遊びスペース。

「ボールを使ったゲーム」

○ものやマークなどの的に向かってボールを投げ

たり蹴ったりする的当てのゲーム

・ねらったところにボールを転がしたり，投げたり，

蹴ったりして的に当てたり得点したりすること。

○ボールを教師や友達に手渡したり投げたりする

ボール送りゲーム

・先生や友達にボールを手渡したり投げたりして

ゴールにボールを運ぶこと。

「友達を追いかけたり逃げたりするゲーム」

○一人鬼，手つなぎ鬼，子増やし鬼

・教師や友達など逃げる相手を追いかけてタッチ

すること。

・鬼にタッチされないように，速く走ったり，急に曲

がったり，身をかわしたりすること。

・教師や友達と手をつないで鬼にタッチされない

ように走ったり，身をかわしたりすること。

【ボールを使った基本的な運動やゲーム】

「ボールを使った基本的な運動」

○友達とのキャッチボール

○ボールを打つ

○友達と蹴ったり，止めたりするパスやシュート

○ボールを手や足でドリブル

・友達と一緒にボールを投げる，捕る，ける，止める

などの動きでキャッチボールやパスをしたり，ゴー

ルに向かってシュートをしたりすること。

・止まっているボールを手で打つこと。

「ボールを使ったゲーム」

○的当てゲームを発展したシュートゲーム

○ボールを転がしたり，投げたりする円形ドッジ

ボール

○攻めがボールを手で打ったり蹴ったりして行う

ベースボール型ゲーム

・ねらったところにボールを転がしたり，投げる，蹴

るなどしてゴールにシュートをして得点したりする

こと。

・一定の区域内で，相手が転がしたり，投げたりし

たボールに当たらないように避けたり，逃げたりす

ること。

・ボールを手で打ったり，蹴ったり，捕ったり，止め

たりすること。

・ボールが飛んだり，転がったりしてくるコースに入

ること。

〇ティーボール

・体の向きを調整して、的に向かってボールを打つ

・つるしてあるボールをバットで打つ

「友達を追いかけたり逃げたりするゲーム」

 ○しっぽ取りゲーム

・逃げる相手を追いかけて，しっぽ（マーク）を捕っ

たりすること。

・相手にしっぽ（マーク）を捕られないように，速く

走ったり，急に曲がったり，身をかわしたりするこ

と。

Ｅ

　

球

技

学習内

容

【ボール操作及びボールを持たないときの動き】

【簡易化されたゲーム】

○ポートボール，バスケットボール，サッカーを基に

した簡易化されたゲーム

・ボールを持ったときにゴールに体を向けること。

・ボール保持者と自分の間に守る者がいないよう

に移動すること。

・コート内で攻守入り交じって,味方にパスをする，

シュートをする，ドリブルをすること。

○バドミントンや卓球を基にした簡易化されたゲー

ム

・相手コートから飛んできたシャトルやボールを，ラ

ケットを使用して打つこと。

・ボールの方向に体を向けたり，ボールの落下点

やボールを操作しやすい位置に移動したりするこ

と。

○フットベースボールを基にした簡易化された

ゲーム

○ティーボールを基にした簡易化されたゲーム

 ・バットを使用してボールを打ったり，静止した

ボールを打ったりすること。

・ベースに向かって全力で走り，かけ抜けること。

・向かってくるボールの方向に移動すること。

Ｅ

　

球

技

学習内

容

【ゴール型】

【ネット型】

【ベースボール型】

【各形の簡易化されたゲーム】

【ボッチャ，フライングディスクやその他の運動やス

ポーツ】

○ バスケットボール，サッカーなどを基にした簡易

化されたゲーム

・近くにいるフリーの味方にパスを出すこと。

・相手に捕られない位置でドリブルをすること。

・ボール保持者と自己の間に守備者が入らないよ

うにして攻撃に参加すること。

 ・ボール保持者とゴールの間に体を入れて守備を

すること。

○ ソフトバレーボール，バドミントン，卓球などを基

にした簡易化されたゲー ム

・自陣のコートの中央付近から相手コートに向け

サービスを打ち入れること。

・ボールやシャトルの方向に体を向けること。

 ○ フットベースボール・ティーボール・ソフトボール

などを基にした簡易化されたゲーム

・止まったボールや易しく投げられたボールをバッ

トでフェアグラウンド内に 打つこと。

・打球方向に移動し，捕球すること。

・捕球する相手に向かって，投げること。

・塁間を全力で走塁すること。

・守備の隊形をとって得点を与えないようにするこ

と。

【ゴール型】

【ネット型】

【ベースボール型】

【各形の簡易化されたゲーム】

【ボッチャ，フライングディスクやその他の運動やスポー

ツ】

【例示】

○ バスケットボール，サッカー，ハンドボールなどのゲー

ム(攻守が入り交じ

って行うゴール型)

・ゴール方向に守備者がいない位置でシュートをするこ

と。

・マークされていない味方にパスを出すこと。

・得点しやすい空間にいる味方にパスを出すこと。

・パスやドリブルなどでボールをキープすること。

・ボールとゴールが同時に見える場所に立つこと。

・パスを受けるために，ゴール前の空いている場所に動

くこと。

・ボールを持っている相手をマークすること。

○ バレーボール，バドミントン，卓球などのゲーム

・サービスではボールやラケットの中心付近で捉えるこ

と。

・ボールを返す方向にラケット面を向けて打つこと。

・味方が操作しやすい位置にボールをつなぐこと。

・相手側のコートの空いた場所にボールを返すこと。

・テイクバックをとって肩より高い位置からボールを打ち

込むこと。

・相手の打球に備えた準備姿勢をとること。

・プレイを開始するときは，各ポジションの定位置に戻る

こと。

・ボールを打ったり受けたりした後，ボールや相手に正

対すること。

○ ティーボール，ソフトボールなどを基にしたゲーム

・ティーボールではホームベースの真横に立ち，ソフト

ボールでは投球の方向 と平行に立ち，肩越しにバット

を構えること。

・地面と水平になるようにバットを振り抜くこと。

・スピードを落とさずに，タイミングを合わせて塁を駆け

抜けること。

・打球の状況によって塁を進んだり戻ったりすること。

・ボールの正面に回り込んで，緩い打球を捕ること。

・投げる腕を後方に引きながら投げ手と反対側の足を

踏み出し，体重を移動させながら，大きな動作でねらっ

た方向にボールを投げること。

・守備位置から塁上へ移動して，味方からの送球を受

けること。

・決められた守備位置に繰り返し立ち，準備姿勢をとる

こと。

・各ポジションの役割に応じて，ベースカバーやバック

アップの基本的な動きをすること。



領

域

領

域 ２段階 ３段階
領

域 ２段階
領

域 ２段階

知識及

び技能

ア　武道の楽しさを感じ，その行い方や伝統的な

考え方が分かり，基本動作や基本となる技を用い

て，簡易な攻防を展開すること。

ア　武道の楽しさや喜びに触れ，その行い方や伝

統的な考え方を理解し，基本動作や基本となる技

を用いて，簡易な攻防を展開すること。

ア 武道の楽しさや喜びを味わい，その特性に応じ

た技能を理解するとともに，基本動作や基本とな

る技を用いて，簡易な攻防を展開すること。

ア 武道の楽しさや喜びを深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深めるとともに，基本動作や

基本となる技を用いて，相手の動きの変化に応じ

た攻防を展開すること。

思考

力・判

断力・

表現力

等

イ　武道についての自分の課題を見付け，その解

決のための活動を考えたり，工夫したりしたことを

他者に伝えること。

イ　武道についての自分やグループの課題を見付

け，その解決のために友達と考えたり，工夫したり

したことを他者に伝えること。

イ 武道についての自他の課題を発見し，その解決

のための方策を工夫したり，仲間と考えたりしたこ

とを他者に伝えること。

イ 武道についての自他の課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝えること。

学びに

向かう

力，人

間性

ウ　武道に進んで取り組み，きまりや伝統的な行

動の仕方を守り，友達と協力したり，場や用具の

安全に留意したりし，最後まで楽しく運動をするこ

と。

ウ　武道に積極的に取り組み，きまりや伝統的な行

動の仕方を守り，友達と助け合ったり，場や用具の

安全に留意したりし，自己の力を発揮して運動を

すること。

ウ 武道の多様な経験を通して，きまりや伝統的な

行動の仕方を守り，仲間と協力したり，場や用具

の安全を確保したりし，自主的に運動をすること。

ウ 武道の多様な経験を通して，きまりや伝統的な

行動の仕方を守り，自己の役割を果たし仲間と協

力したり，場や用具の安全を確保したりし，見通し

をもって自主的に運動をすること。

高等部

１段階 １段階 １段階

F

　

武

道

学習内

容

【基本動作 】

(ア)柔道

・崩しでは，相手の動きに応じて相手の体勢を不

安定にし，技をかけやすい状 態をつくること。

・相手の投げ技に応じて横受け身，後ろ受け身，前

回り受け身をとること。

  (イ)剣道

・基本の打突の仕方と受け方では，中段の構えか

ら体さばきを使って，面や胴(右)や小手(右)の部

位を打ったり受けたりすること。

(ウ)相撲

・蹲踞姿勢と塵 浄 水では，正しく安定した姿勢や

形をとること。

・四股，腰割りでは，重心を低くして安定した動き

をすること。

・中腰の構えでは，重心を低くし安定した姿勢をと

ること。

・運び足では，低い重心を維持し安定して，すり足

で移動すること。

・仕切りからの立ち合いでは，相手と動きを合わせ

て一連の動作で行うこと。

・相手の動きや技に応じ，安定して受け身をとるこ

と。

【基本となる技 】

(ア)柔道

・投げ技である大外刈りは，取(技をかける人)が

大外刈りをかけて投げ，受 (技を受ける人)は受け

身をとること。

・固め技である上四方固めは，取は上四方固めで

相手を抑え，受は抑えられた 状態から，相手を頭

方向に返すこと。

(イ)剣道

・相手と接近した状態にあるとき，隙ができた面を

退きながら打つこと。（引き面）

・相手が面を打つとき、体をかわして隙ができた胴

を打つこと。（面抜き胴）

(ウ)相撲

・相手の両脇の下や前まわしを取って押すこと，こ

れに対し体を開き，相手の 攻めの方向にいなすこ

と。(押し―いなし)

・相手のまわしを取って引き付けること，これに対し

相手の差し手を逆に下手 に差し替えること。(寄り

―巻き返し)

・寄りから下手で投げること，これに対し受け身を

取ること。(下手投げ―受 け身)

【基本動作】

(ア)柔道

・姿勢と組み方では，相手の動きの変化に応じや

すい自然体で組むこと。

・崩しでは，相手の動きの変化に応じて相手の体

勢を不安定にし，技をかけやすい状態をつくるこ

と。

・進退動作では，相手の動きの変化に応じたすり

足，歩み足，継ぎ足で，体の移動をすること。

(イ)剣道

・打突の仕方と受け方では，体さばきや竹刀操作

を用いて打ったり，応じ技へ発展するよう受けたり

すること。

【基本となる技】

(ア)柔道

・投げ技である体落としは，取(技をかける人)が

体落としをかけて投げ，受 (技を受ける人)は受け

身をとること。

・投げ技である大腰は，取(技をかける人)が大腰

をかけて投げ，受(技を受 ける人)は受け身をとる

こと。

・取は相手の動きの変化に応じながら，けさ固め，

横四方固め，上四方固めの 連絡を行うこと。

・受はけさ固め，横四方固め，上四方固めで抑えら

れた状態から，相手の動き の変化に応じながら，

相手を体側や頭方向に返すことによって逃げるこ

と。

・相手がうつぶせのとき，相手を仰向けに返して抑

え込みに入ること。

(イ)剣道

・相手が小手を打つとき，体をかわしたり，竹刀を

頭上に振りかぶったりして 面を打つこと。(小手抜

き面)

・最初の面打ちに相手が対応したとき，隙ができ

た面を打つこと。（面ー面）

体育（武道）　学習段階表

小学部 中学部

【基本動作】

ア 柔道

・姿勢と組み方では，相手の動きに応じやすい自

然体で組むこと。

・横受け身では，体を横に向け下側の脚を前方

に，上側の脚を後方にし て，両脚と一方の腕全体

で畳を強くたたくこと。

イ 剣道

・構えでは，相手の動きに応じて自然体で中段に

構えること。

・体さばきでは，相手の動きに応じて歩み足や送

り足をすること。

・基本の打突の仕方と受け方では，中段の構えか

ら体さばきを使って，面や胴(右)の部位を打った

り受けたりすること。

 ウ 相撲

・蹲踞姿勢と塵浄水では，正しい姿勢や形をとる

こと。

・四股，腰割りでは，重心を低くした動きをするこ

と。

・中腰の構えでは，重心を低くした姿勢をとるこ

と。

・運び足では，低い重心を維持して，すり足で移動

すること。

【基本となる技】

ア 柔道

・投げ技である膝車は，取(技をかける人)が膝車

をかけて投げ，受(技 を受ける人)が受け身をとる

こと。

・固め技であるけさ固めは，取はけさ固めで相手

を抑え，受は抑えられ た状態から，相手を体側に

返すこと。

イ 剣道

・二段の技で，最初の面打ちに相手が反応したと

き，隙ができた胴を打つこと。(面‐胴)

ウ 相撲

・相手の両脇の下を押すこと。(押し)

・相手のまわしを取って引きつけて寄ること。(寄

り)

※「武道」は柔道・剣道・相撲などで構成される。

【基本動作】

ア　柔道

・進退動作では，相手の動きに応じたすり足，歩み

足及び継ぎ足で，体の移動をすること。

・後ろ受け身では，あごを引き，頭を上げ，両方の

腕全体で畳を強くたたくこと。

・前回り受け身では，前方へ体を回転させ，背中側

面が畳に着く瞬間に， 片方の腕と両脚で畳を強く

たたくこと。

イ　剣道

・基本の打突の仕方と受け方では，中段の構えか

ら体さばきを使って， 小手（右）の部位を打ったり

受けたりすること。

ウ　相撲

・仕切りからの立ち合いでは，相手と動きを合わせ

ること。

・相手の動きや技に応じて受け身をとること。

２段階の「基本となる技」とは，例えば柔道では，

支え釣り込み足，横四方固

めなどのことであり，剣道では，しかけ技の基本と

なる技（小手‐面などの二段 の技），引き技などの

ことであり，相撲では，前さばき（いなし）及び投げ

技（出し投げ‐受け身）のことである。また１段階と

同様に，相手の動きや技に応じて 受け身や歩み

足，運び足，すり足などが習得できていない場合

は，安全を考慮し， 基本動作を中心に指導するな

どの配慮も考えられる。

【基本となる技】

ア　柔道

・投げ技である支え釣り込み足は，取（技をかける

人）が膝支え釣り込み足をかけて投げ，受（技を受

ける人）が受け身をとること。

・固め技である横四方固めは，取は横四方固めで

相手を抑え，受は抑えられた状態から，相手を頭

方向に返すこと。

イ　剣道

・二段の技は，最初の小手打ちに相手が反応した

とき，隙ができた面を打つこと。（小手‐面）

・引き技は，相手が接近した状態にあるとき，隙が

できた胴を退きながら打つこと。（引き胴）

ウ　相撲

・押しから体を開き相手の攻めの方向にいなすこ

と。（いなし）

・寄りから体を開き側方に出すように投げること，こ

れに対して受け身をとること。（出し投げ‐受け身）

・基本となる技

※「武道」は柔道・剣道・相撲などで構成される。

学習内

容

F

　

武

道

運

動



領

域

領

域 ２段階 ３段階
領

域 ２段階
領

域 ２段階

知識及

び技能
ア　教師と一緒に，音楽の流れている場所で楽しく

体を動かすこと。

ア　教師の支援を受けながら，音楽に合わせて楽

しく表現運動をすること。

ア　基本的な表現運動の楽しさを感じ，その行い

方を知り，基本的な動きを身に付け，表現したり

踊ったりすること。

ア　ダンスの楽しさや喜びに触れ，その行い方が

分かり，基本的な動きや技能を身に付け，表現し

たり踊ったりすること。

ア　ダンスの楽しさや喜びを味わい，その行い方を

理解し，基本的な技能を身に付け，表現したり踊っ

たりすること。

ア ダンスの楽しさや喜びを味わい，その行い方を

理解するとともに，技能を身に付け，表現や踊りを

通した交流をすること。

ア ダンスの楽しさや喜びを深く味わい，その行い

方の理解を深めるとともに，目的に応じた技能を

身に付け，表現や踊りを通した交流や発表をする

こと。

思考力・

判断力・

表現力

等

イ　音楽の流れている場所で体を動かすことの楽

しさや心地よさを表現すること。

イ　基本的な表現運動に慣れ，その楽しさや感じた

ことを表現すること。

イ　基本的な表現運動の楽しみ方を工夫するとと

もに，考えたことや気付いたことなどを他者に伝え

ること。

イ　ダンスについての自分の課題を見付け，その

解決のための活動を考えたり，工夫したりしたこと

を他者に伝えること。

イ　ダンスについての自分やグループの課題を見

付け，その解決のために友達と考えたり，工夫した

りしたことを他者に伝えること。

イ ダンスについての自他の課題を発見し，その解

決のための方策を工夫したり，仲間と考えたりした

ことを他者に伝えること。

イ ダンスについての自他の課題を発見し，よりよ

い解決のために仲間と思考し判断したことを，目

的や状況に応じて他者に伝えること。

学びに

向かう

力，人間

性

ウ　簡単な合図や指示に従って，表現遊びをしよう

とすること。

ウ　簡単なきまりを守り，友達とともに安全に楽し

く，基本的な表現運動をしようとすること。

ウ　きまりを守り，自分から友達と仲よく楽しく表現

運動をしたり，場や用具の安全に気を付けたりし

ようとすること。

ウ　ダンスに進んで取り組み，友達の動きを認め

協力したり，場や用具の安全に留意したりし，最

後まで楽しく運動をすること。

ウ　ダンスに積極的に取り組み，友達のよさを認め

助け合ったり，場や用具の安全に留意したりし，自

己の力を発揮して運動をすること。

ウ ダンスの多様な経験を通して，仲間の表現を認

め助け合ったり，場や用具の安全を確保したりし，

自主的に運動をすること。

ウ ダンスの多様な経験を通して，一人一人の表

現や役割を認め助け合ったり，場や用具の安全を

確保したりし，見通しをもって自主的に運動をする

こと。

学習内

容

【楽の流れている場所で体を動かす】

・音楽を感じながら，自由に体を動かすこと。

・音楽を感じながら，歩いたり，走ったりすること。

・音楽を感じながら，はねたり，跳んだりすること。

【音楽に合わせて楽しく表現運動をする】

「題材と動き」

○鳥，昆虫，恐竜，動物園の動物，飛行機，遊園地

の乗り物，おもちゃなど， 特徴が捉え易い動きを

多く含む題材

・身近な動物や車，飛行機などの乗り物等の真似

をすること。

「リズムと動き」

○軽快なリズムの曲や児童が日常的に親しんで

いる曲

・弾む，回る，ねじるなどの動きで自由に踊ること。

・音楽やリズムに合わせて歩く，走る，弾む，回る，

ねじるなどの運動をすること。

【基本的な表現運動】

「題材と動き」

〇家事やスポーツなど身近な生活の中から特徴

が捉え易く多様な感じの動きを含む題材

・衣服が洗濯で洗われたり，干されたりする様子を

捉え，全身の動きで表現すること。

○空，海，風など想像が広がる題材

・大空を自由に飛び回る様子や，海の中を深く

潜ったり泳いだり波に揺られたりする様子，風に吹

かれていろいろな動きをしながら舞う様子などを

自由に表現すること。

「リズムと動き」

○ロックやサンバなど弾んで踊れる軽快なリズム

の曲

・リズムに乗って，スキップなどで弾む動きを中心

に，ねじる，回る，移動するなどの動きを繰り返して

踊ること。

・友達と手をつないだり，友達の真似をしたりして

踊ること。

・友達と向かい合って手をつなぎ，スキップしなが

ら回ったり，ねじったり，手を叩き合ったりして踊る

こと。
学習内

容

【基本的な動きや技能】

「音楽やリズムと動き」

○日常生活でよく聞く歌や軽快なロックやサンバ

のテンポのリズムの曲

・軽快なリズムに乗って､その場で弾む､スキップ

で移動するなど全身で即興的に踊ること。

 ・動きにアクセントを付けたり・ねじる・回るなどの

動きを組み合わせて踊ること。

・リズムの特徴をとらえ，体の各部分でリズムを

とったり，体幹部（へそ） を中心にリズムに乗った

りして全身で踊ること。

○ジェンカ（フィンランド）キンダーポルカ（ドイツ）

タタロチカ（ロシア）など軽快なリズムと易しいス

テップの繰り返しで構成される簡単なフォークダ

ンス

・スキップやランニングなどの簡単なステップで，

音楽に合わせてみんなで踊ること。

【基本的な技能】

「音楽やリズムと動き」

○いろいろな速さの曲調の異なるロックやサンバ

のリズムの曲

・弾む動きにねじる，回るなどの動きを入れて変化

を付けたり，素早い動きやストップなどでリズムの

変化を付けたりして続けて踊ること。

〇日本の民踊

それぞれの地域で親しまれている民踊や日本の代

表的な民踊の中から，軽快なリズムの踊りや力強

い踊りなど，特徴や感じが異なる踊りや簡単な動

きで構成されている踊り。

・日本の民踊に共通する特徴やそれぞれの踊り方

の特徴を捉え，構成された基本的な踊り方を身に

付けて踊ること。

・軽快なリズムの踊りでは，軽快な足さばきや手振

りで踊ること。

・力強い踊りでは，低く踏みしめるような足取りや

腰の動きで踊ること。

〇外国のフォークダンス

世界の国々で親しまれている代表的なフォークダ

ンスの中から，特徴や感じが異なる踊りや簡単な

隊形・ステップ・組み方で構成される踊り。

・フォークダンスの特徴を捉え，構成された基本的

な踊り方を身に付けて踊ること。

・みんなで手をつなぎ，かけ声をかけて力強くス

テップを踏みながら移動して踊ること。

・パートナーと組んで軽快なステップで動きを合わ

せたり，パートナーチェンジをスムーズに行ったりし

ながら踊ること。

 ・厳かな挨拶の部分と軽快なスキップやアーチく

ぐりなどの変化を付けて，パートナーや全体でス

ムーズに隊形移動しながら踊ること。

学習内

容

【創作ダンス】

【フォークダンス】

【現代的なリズムのダンス】

 「テーマやリズムと動き」

○ 創作ダンス

 多様なテーマから表したいイメージを捉え，動き

に変化を付けて表現するこ と。

・身近な生活や日常動作などのテーマから連想を

広げてイメージを出したり， 思いついた動きで踊っ

たり，仲間の動きをまねたりすること。

・動きを誇張したり，繰り返したり，変化を付けたり

して，ひと流れの動きで 表現すること。

○ フォークダンス

 日本の民踊や外国の踊りがあり，それぞれの踊り

方の特徴を捉え，音楽に合わ せて特徴的なステッ

プや動きと組み方で踊ること。

・小道具を操作する踊りでは，曲調と手足の動き

を一致させて，賑やかな掛け声と歯切れのよい動

きで踊ること。

・童謡の踊りでは，軽快で躍動的な動きで踊るこ

と。 ・パートナーチェンジのある踊りでは，なめらか

にパートナーチェンジをするとともに，軽快なステッ

プで相手と合わせて踊ること。

 ○ 現代的なリズムのダンス  ロックやヒップホップ

などの現代的なリズムの曲で，リズムの特徴を捉

え，変 化のある動きを組み合わせて，リズムに乗っ

て全身で踊ること。

  ・自然な弾みやスイングなどの動きで気持ちよく

音楽のビートに乗れるよう に，簡単な繰り返しのリ

ズムで踊ること。

・軽快なリズムに乗って弾みながら，揺れる，回る，

ステップを踏んで手をた たく，ストップを入れるな

どリズムを捉えて自由に踊ったり，相手の動きに

合わせたり，手をつなぐなど相手と対応しながら

踊ること。

【創作ダンス】

【フォークダンス】

【現代的なリズムのダンス】

【例示】

「テーマやリズムと動き」

○ 創作ダンス

表したいテーマにふさわしいイメージを捉え，動き

に変化をつけて表現したり踊ったりすること。

・取り組んでみたいテーマや題材や動きなどでグ

ループを組み，思いついた動 きを表現すること，仲

間の動きをまねること，ひと流れの動きで表現する

こ と。

・緩急強弱のある動きや空間の使い方や場面転

換などで，変化をつけたひと流 れの動きで表現す

ること。

○ フォークダンス

 日本の民謡や外国の踊りのそれぞれの踊り方の

特徴を捉え，音楽に合わせて特 徴的なステップや

動きと組み方で踊ること。

・小道具を操作する踊りでは，手に持つ鳴子のリ

ズムに合わせて，沈み込んだ り跳びはねたりする

躍動的な動きで踊ること。

・労働の作業動作に由来をもつ踊りでは，種まき

や稲刈りなどの手振りの動き を強調して踊るこ

と。

・ゲーム的な要素が入った踊りでは，グランド

チェーンなどの行い方を覚えて 次々と替わる相手

と組み合わせて踊ること。

・軽やかなステップの踊りでは，グレープバインス

テップなどをリズミカルに 行って踊ること。

○ 現代的なリズムのダンス

 リズムの特徴を捉え，変化とまとまりをつけて，リ

ズムに乗って全身で自由に 弾んで踊ること。

・簡単なリズムの取り方や動きで，音楽のリズムに

同調したり，体幹部を中心としたシンプルに弾む

動きをしたりして自由に踊ること。

・リズムの取り方や動きの連続のさせ方を組み合

わせて，動きに変化を付けて踊ること。

１段階 １段階 １段階

体育（ダンス）　学習段階表

小学部 中学部 高等部

運

動

Ｆ

　

表

現

遊

び

Ｆ

　

表

現

運

動

G

　

ダ

ン

ス

G

　

ダ

ン

ス



領

域

領

域 ２段階 ３段階
領

域 ２段階
領

域 ２段階

知識及

び技能

ア 運動やスポーツの多様性，効果と学び方，安全

な行い方及び文化としてのスポーツの意義に気

付くこと。

ア 運動やスポーツの多様性，効果と学び方，安全

な行い方及び文化としてのスポーツの意義に関す

る基礎的な知識を身に付けること。

思考力・

判断力・

表現力

等

イ 運動やスポーツの多様性，効果と学び方，安全

な行い方及び文化としてのスポーツの意義につい

ての課題を発見し，その解決のための方策を工夫

したり，仲間と考えたりしたことを他者に伝えるこ

と。

イ 運動やスポーツの多様性，効果と学び方，安全

な行い方及び文化としてのスポーツの意義につい

ての課題を発見し，よりよい解決のために仲間と

思考し判断したことを，目的や状況に応じて他者

に伝えること。

学びに

向かう

力，人間

性

ウ 運動やスポーツの多様性，効果と学び方，安全

な行い方及び文化としてのスポーツの意義につい

ての学習に積極的に取り組むこと。

ウ 運動やスポーツの多様性，効果と学び方，安全

な行い方及び文化としてのスポーツの意義につい

ての学習に自主的に取り組むこと。

学習内

容

【スポーツとの関わり方】

・スポーツの多様性な楽しさについて知る。（健康

の維持、競技に応じた力を試す、仲間と交流な

ど。）

・スポーツとの関わり方を知る。

▼すること→趣味、協議、健康など

▼知ること→書籍やインターネットを活用した歴

史、記録

▼みること→テレビ、インターネット、観戦

▼応援(支援)すること→大会の企画、仲間の応援

などの関わり方を知り、実際に行われている関わ

り（某大会のスタッフの運営に関わる人を題材に

するなど）を調べてまとめる。

【スポーツの効果】

・スポーツの効果について知る。（指導上のポイン

ト参照。）

・技能と個人の体力(筋力，持久力，柔軟性，巧緻

性など)の関係性について知る。

・それぞれの体力を高める方法を知る、調べる。

・体力テストなどの成績（架空の結果も可）をもと

に自分が必要なトレーニングを考える。

【安全なスポーツの行い方】

・発達段階に応じたスポーツの強度、時間，頻度を

知る。

・架空人物のスポーツ計画を立てる。

・自己の体調、施設や用具の安全確認、準備運動

や整理運動や適切な休憩や水分補給についても

考える。

【各国のスポーツ文化】

・「体育およびスポーツに関する国際憲章」や「ス

ポーツ基本計画」について知る。

・日本の文化となっているスポーツを知る。

・各国のスポーツ文化について調べてまとめる。

【競技スポーツと生涯スポーツ】

・生涯スポーツの考え方、競技スポーツとの違いに

ついて知る。

・生涯スポーツの事例を学ぶ。

・生涯スポーツに関する取り組みや生涯スポーツ

を実践している大人について調べてまとめる。

【競技スポーツで大切なこと】

・何かの競技を例にしてルールやマナーやフェアに

ついて学ぶ。

・何かの競技を例にして世代によるルールの違い

やルールの変化について知る（調べる）。

・スポーツマンシップについて考える。（勝敗にか

かわらず健闘を称え合う等）

【スポーツの効果】

・スポーツの効果（達成感、自信をもつ、ストレス、

リラックス）について知る。（1段階の体力面以外）

・スポーツをする上で必要な社会性について知る。

（指導上のポイント参照。）

・スポーツの技能の向上には、よい動き方の発見、

合理的な練習の目標や計画の立案、実行した技

術や戦術，表現の確認、新たな課題など例を挙げ

ながら知る。（調べる）また、実際に計画する。

【オリ・パラ教育】

・オリンピックの意義について知る。

・スポーツを通した人のつながりについて知る。

（指導上のポイント参照）

１段階 １段階 １段階

体育（体育理論）　学習段階表

小学部 中学部 高等部

運

動

Ｈ

　

体

育

理

論



領

域

領

域 ２段階 ３段階
領

域 ２段階
領

域 ２段階

知識及

び技能
ア　教師と一緒に，うがいなどの健康な生活に必

要な事柄をすること。

ア　教師の支援を受けながら，健康な生活に必要

な事柄をすること。

ア　健康や身体の変化について知り，健康な生活

に必要な事柄に関する基本的な知識や技能を身

に付けること。

ア　体の発育・発達やけがの防止，病気の予防な

どの仕方が分かり，基本的な知識及び技能を身

に付けること。

ア　体の発育・発達やけがの防止，病気の予防な

どの仕方について理解し，基本的な技能を身に付

けること。

ア 心身の発育・発達，傷害の防止及び疾病の予

防等を理解するとともに，健康で安全な個人生活

を営むための技能を身に付けること。

ア 心身の発育・発達，傷害の防止及び疾病の予

防等の理解を深めるとともに，健康で安全な個人

生活及び社会生活を営むための目的に応じた技

能を身に付けること。

思考力・

判断力・

表現力

等

イ　健康な生活に必要な事柄に気付き，教師に伝

えること。

イ　健康な生活に必要な事柄に慣れ，感じたことを

他者に伝えること。

イ　健康な生活に必要な事柄について工夫すると

ともに，考えたことや気付いたことなどを他者に伝

えること。

イ　自分の健康・安全についての課題を見付け，そ

の解決のための活動を考えたり，工夫したりした

ことを他者に伝えること。

イ　自分やグループの健康・安全についての課題

を見付け，その解決のために友達と考えたり，工夫

したりしたことを他者に伝えること。

イ 健康・安全に関わる自他の課題を発見し，その

解決のための方策を工夫したり，仲間と考えたり

したことを他者に伝えること。

イ 健康・安全に関わる自他の課題を発見し，より

よい解決のために仲間と思考し判断したことを，

目的や状況に応じて他者に伝えること。

学習内

容

【ア　手洗い、うがい】

・手洗い、うがい、手洗いの手順、遊びの後に汗を

ふく。

・手洗いチェッカーでの手洗い練習。

【イ　体調の変化】

・「おなかが痛い、頭が痛い」など不調を表したイ

ラスト、写真や動画を見て、真似をする。

・体の不調を表した、動画を見てイラストを選ぶ。

【ア　こんなときどうする？】

・体の不調時に教員に伝える方法を知る。

【ア　汚れを見つけよう】

・人の模型についている汚れ（シールなど）を見つ

ける。見つけたら模擬的に洗い流す。

【ア　健康診断をしよう】

・いろいろな健康診断のルールを知る。

・実際に健康診断の体験する。

【イ】

・日常の中で【ア】の項目が達成できるようにす

る。

・朝の会で自分の体調を発表する。

【ア　虫歯をみよう】

・歯の模型をみて虫歯についてしる。

・虫歯はなぜできるのかを模型を使って知る。

・歯石染色液を使った正しい歯磨き指導。

・その他にも発熱の仕組みや排便の状態の仕組

みに触れる。

【イ　友だちを助けよう】

・友だちがけがをしたときの対処方法を考える。

【イ　けがをしちゃったぞ】

・けがをしたときの簡易的な治療（バンドエイド、マ

キロンなど）を体験する。

学習内

容

【ア　けが,病気に負けないようにしよう】

・体の各部位の働きを知る。（筋肉、内臓など）

・けがの防止→体操、ストレッチ。

・病気の予防→汗をかいたらふく、手洗いうがい、

身体、身辺の清潔寒暖差による衣服の調整、適

度な運動、バランスのとれた食事など。

【イ　けがをしたら？】

・消毒薬や体温計や換気の使い方を知る。

【イ　健康な生活リズムを考えよう】

・健康に過ごすための一日（一週間）の生活リズ

ムを考える。24時間の配分を考える。

【ア　心の調子について】

・いろいろな場面の写真、イラストや動画を見て、心

の状態を当てはめていく。（うれしい、かなしい,不

安など）

【イ　生活環境を考えよう】

・健康に過ごすための生活環境を考える。（換気、

証明、温度など）

【イ　生活を改善しよう】

・一日の生活リズム表（サンプル）を見て、改善す

るにはどうすれば良いかを話し合う。

【イ　私のリラックス】

・不安やストレスがあったときの対処方法を知る。

・ストレスの発散方法をポスターにまとめて発表す

る。

学習内

容

【ア・イ　安全な運動、応急処置をしよう】

・安全に留意した運動の必要性を知る。

・すり傷→傷口を清潔にする。

・鼻出血→圧 迫して出血を止める。

・やけど・打撲→患部を冷やす。

などの応急処置の方法を知る。

【ア・イ　●●さんの生活を考えよう】

・清潔、適度な運動、運動量、栄養バランス、休養、

睡眠の必要性を知り●●さんの一週間のスケ

ジュールを立てる。

【ア・イ　喫煙，飲酒，薬物乱用】

・喫煙、飲酒、薬物が及ぼす健康被害について知

る。

【ア・イ　体の変化について】

・身体の形態的な発育や性徴に関心をもっ たり，

自分の身体の状態を考えたりする。性の情報や

SNSについても学習する。

【ア・イ　ストレッサーについて知ろう】

・ストレッサーの種類やそれに伴う体の変化（汗、

口が渇くなど）について知る。

・関係機関に相談したり、規則正しい生活をするな

どの解決方法を知る（考える）。

【ア・イ　危険を調べよう】

・グループに分かれてさまざまな自然災害を調べ、

事前の予防策、対応策ヺ考える。地震、台風のみ

でなく皮の災害についても触れる。

●中１段階の内容を自分で実践できるようにす

る。

【ア・イ　生活習慣病について考えよう】

・生活習慣病について理解する。

・生活習慣病の予防について理解する。

・家族の健康的な生活（1週間）について考えてま

とめる。

【ア・イ　スポーツ選手を調べよう】

・けがの予防について確認する。

・プロのスポーツ選手がどのようにけがの予防を

しているのかを調べてまとめる。

【ア・イ　ストレスチェックをしよう】

・実際にストレスチェックをして、心の状態を把握

し、対応策を考える。

１段階 １段階 １段階

体育（保健）　学習段階表

小学部 中学部 高等部

保

健

Ｇ

　

保

健

Ｇ

　

保

健

H

　

保

健

Ｉ

　

保

健


